
大
台
ヶ
原
自
然
再
生
事
業
で
設
置
し
た

防
鹿
柵
が
森
林
生
態
系
の
保
全
と
再
生

に
与
、
え
た
効
果株式
会
社
環
境
総
合
テ
ク
ノ
ス

環
境
部
自
然
環
境
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー

大
台
ヶ
原
の

自
然
再
生
事
業

吉
野
熊
野
国
立
公
園
に
属
す
る
大
台

ケ
原
は
、
標
高
一
、
六
九
五

m
の
日
出

ヶ
岳
を
主
峰
と
す
る
台
地
状
の
地
域
で

周
囲
が
急
峻
な
崖
に
固
ま
れ
て
い
る
隆

起
準
平
原
で
、
年
間
三
、
五

0
0
削
以

上
の
降
水
量
を
記
録
す
る
日
本
有
数
の

多
雨
地
帯
で
あ
る
。
ま
た
、
近
畿
地
方

で
は
数
少
な
い
自
然
林
が
ま
と
ま
っ
て

残
さ
れ
て
お
り
、
東
大
台
に
は
、
近
畿

地
方
で
は
数
少
な
い
亜
高
山
帯
性
針
葉

樹
林
の
ト
ウ
ヒ
林
、
西
大
台
に
は
ウ
ラ

ジ
ロ
モ
ミ
が
混
成
す
る
太
平
洋
型
の
ブ

ナ
林
や
日
本
で
は
数
少
な
く
な
っ
た
天

然
生
ヒ
ノ
キ
林
が
成
立
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
豊
か
な
野
生
動
植
物
か
ら
な

る
生
態
系
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
三

0
年
代
の

樋

口

高

志

伊
勢
湾
台
風
等
に
よ
る
樹
木
の
風
倒
や
、

増
加
し
た

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
採
食
に
よ
る

影
響
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
り
森
林
の
天
然
更

新
が
阻
害
さ
れ
て
お
り
、
東
大
台
の
正

木
峠
周
辺
で
は
か
つ
て
の
ト
ウ
ヒ
林
が

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
草
原
に
退
行
遷
移
し
て
お

り
（
写
真
1
）、
西
大
台
の
ブ
ナ
林
で

は
ス
ズ
タ
ケ
や
後
継
樹
が
欠
如
す
る
な

ど
下
層
植
生
の
衰
退
が
生
じ
て
い
る

（
写
真
2
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
環
境
省

は
森
林
生

例
制
説
樹

、サ創

同一

－

itF主
計
一
大

態
系
の
回

山
守
隊

刊一時

復
と
生
物

二
割
剣
山

し
痢

F3関
山
広

退
正

多
様
性
の

島一瞬
ユ
［

一安法

町
一
－
ω
宜
伸
J

料
な

保
全
を
白

川ゅ
7
と

り
と

指

し

、

二

付

制

0
0
五
年

一
月

に

写真1

「
大
台
ケ

原
自
然
再

生
推
進
計

画
」
を
策

定
し
、
自

然
再
生
事

業
を
進
め
T

ト

2

て
い
る
o

苫

顎

現
在
、
二

O
一
四
年
に
策
定
さ
れ
た
第

三
期
計
画
で
あ
る

「大
台
ヶ
原
自
然
再

生
推
進
計
画
二

O
一
四
」
に
基
づ
き
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
個
体
数
管
理
や
森
林
生

態
系
の
保
全
と
回
復
を
目
指
し
た
防
鹿

柵
の
設
置
等
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

紡
鹿
柵
内
の

植
生
の
変
化

大
台
ヶ
原
で
は
、
ト
ウ
ヒ
林
の
保
護
、

下
層
植
生
や
後
継
樹
の
保
護
、
生
物
多

様
性
の
保
護
等
を
目
的
と
し
た
防
鹿
柵

を

一
九
八
七
年
か
ら
二

O
一
七
年
ま
で

に
六
二
基
、
約
七
三
加
設
置
し
て
お
り
、

こ
れ
は
自
然
再
生
の
対
象
地
域
の
約
一

O
%
を
占
め
て
い
る
（
図
1
）。

防
鹿
柵
の
設
置
後
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

侵
入
が
抑
制
さ
れ
、
摂
食
や
踏
み
つ
け

の
影
響
が
な
く
な
る
と
林
床
が
明
る
い

林
冠
ギ
ャ
ッ
プ
地
や
湿
地
を
中
心
に
植

生
が
回
復
し
始
め
た
。
設
置
後
一

O
年 スズタケや後継樹などの下層植

生が衰退したブナ林（西大台）

が
経
過
し
た

西
大
台
の
ブ

ナ
林
で
は
、

ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
く
な

っ
て
い
た
ス

一

ズ
タ
ケ
が
回

手

復

し

始

め

お

（
写
真

3
）、

川

林
冠
ギ
ヤ
ツ

一

プ
地
で
は
高

一

さ
二

m
程
度

一

に
後
継
樹
が

生
育
す
る
な

ど

（

写

真

4
）
下
層
植
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西大台のブナ林に設置し

た防鹿柵内の林床で回復

し始めているスズタケ

混路拡泊晶~単Qlim臨

写真4 西大台のブナ林に設置し
た防鹿柵内の林冠ギャッ

プ地に再生した後継樹



生
の
回
復
や
森
林
更
新
に
効
果
が
見
ら

れ
た
。

ヨ
ウ
ブ
等
の
木
本
植
物
が
、
九
月
以
降

は
ニ
セ

ツ
ク
シ
ア
ザ
ミ
や
ノ

コ
ン
ギ
ク

と
い
っ
た
シ
カ
の
不
晴
好
性
植
物
で
あ

る
キ
ク
科
植
物
の
開
花
が
見
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
植
物
に
訪
花
し
た
昆
虫
相

防
鹿
柵
の
設
置
に
よ
る
林
床
の
植
生
は
、
同
様
の
植
生
が
あ
る
美
女
平
や
芦

の
回
復
に
伴
い
、
そ
こ
に
生
息
す
る
動
生
、
貴
船
の
森
林
に
比
べ
る
と
ハ
チ
目

物
相
の
回
復
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
の
個
体
数
割
合
が
少
な
く
、
防
鹿
柵
外

開
花
植
物
と
訪
花
昆
虫
に
着
目
し
、
設
は
さ
ら
に
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な

置
後

一
O
年
が
経
過
し
た
林
内
の
下
層
っ
た

（図

2
）。
こ
れ
は
、
大
台
ケ
原

植
生
が
回
復
し
た
防
鹿
柵
内
と
そ
の
隣
で
は

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
影
響
に
よ
り
下
層

接
地
の
防
鹿
柵
外
お
よ
び
車
道
で
あ
る
植
生
が
衰
退
し
て
お
り
、
草
本
植
物
を

大
台
ヶ
原
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
を
比
較
対
好
む

ハ
チ
日

（特
に
ハ
ナ
バ
チ
類
）
が

象

と

し

て

調

査

を

行

っ

た

。

減

少

し

た

こ

と

を

示

唆

し
て
い
る
。
ま

開
花
植
物
に
つ
い
て
は
、
防
鹿
柵
外
た
、
防
鹿
柵
内
と
ド
ラ
イ
ブ
ウ

ェ
イ
で

は、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
影
響
に
よ
り
六
月
は
ハ
チ
目
の
割
合
が
防
鹿
柵
外
に
比
べ

下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て
不
晴
好
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

ニ
ホ
ン
ジ

性
植
物
で
あ
る
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
の
開
花
カ
の
影
響
に
よ
り
、
林
内
の
ハ
チ
自
の

が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
が
、
防
鹿
餌
資
源
は

一
旦
減
少
し
た
が
、
ド
ラ
イ

柵
内
は
五
月
上
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
テ
ブ
ウ

ェ
イ
の
存
在
に
よ
り
ハ
チ
目
は
餌

バ
コ
モ
ミ
ジ
ガ
サ
や
ヒ
ナ
ノ
ウ
ス
ツ
ボ
、
資
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
防
鹿

バ
ラ
イ
チ
ゴ
等
の
回
復
し
た
草
本
植
物
柵
の
設
置
後
、
林
床
の
草
本
植
物
の
回

が
多
く
開
花

曇
，

一ア
喜
復
に
伴
い
、

一

睡

犬一
3

；

一
‘コ
L

U
輔リ
F

・

￥ヰ，

市

エ
ノ

し

て

い

た

細川

し
君
耳
・
8

貝
原

（司

d

チ

行

・4
・

重
の
台
、
J

i

（
写
真

5
）o

鵬
サ
花
直
却
）
が

一

フ

サ

一－
’
力

ネ

q

j

い
W

ド
ラ
イ
ブ
ウ

muu
回
復
し
た

こ

の

引

内

こ

澗
モ
と
に
よ
り
、

柵

M

鹿

コ

鹿

花

防

バ

ハ

チ

目

の

訪

防

訪

花
が
回
復
し

た
と
考
え
ら

紡
鹿
柵
内
の
植
生
回
復
が

訪
花
昆
虫
に
与
え
る
効
果

エ
イ
で
は
、

五
月
下
旬
か

ら
八
月
上
旬

に
か
け
て
リ

写真5

れ
る

（写
真
6
）。

100% 20°勺 40% 60% 80% 

図ノ、-'f・FJ 図ノ、ュ二円 ロコウチュウ円 目4二ョウ門 口その他

大台ヶ原と美女平、声生、貴船の訪花昆虫個体数割合の比較

内訳

四

今
後
の
課
題

写真6

防
鹿
柵
設
置
に
よ
る
緊
急
的
な
森
林

生
態
系
の
保
全
に
よ
り
、
下
層
植
生
や

そ
れ
に
伴
う
生
物
相
の
回
復
が
図
ら
れ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
大
台
ヶ
原
で
は

ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
個
体
数
調
整
に
よ
り
、

一
旦
は
五
頭

／
凶
以
下
の
生
息
密
度
を
達
成
し
た
が
、

現
在
は
、

一
O
頭
／
凶
前
後
を
推
移
し

て
お
り
、
防
鹿
柵
外
の
下
層
植
生
は
回

復
し
て
い
な
い
。
今
後
は
、
防
鹿
柵
外

に
お
け
る
森
林
生
態
系
の
回
復
が
課
題

と
な
る
こ
と
か
ら
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
低

密
度
状
態
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
と
、

植
生
回
復
が
可
能
と
な
る

ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
生
息
密
度
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
。

※
訪
花
昆
虫
調
査
は
、
神
戸
大
学
丑
丸
敦
史
教
授
、

奈
良
教
育
大
学
松
井
淳
教
授
の
指
導
の
も
と
行

っ
た
。

図2
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樋
口
高
志
・
ひ
ぐ
ち
た
か
し

株
式
会
社
環
境
総
合
テ
ク
ノ
ス
環
境
部
自

然
環
境
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
。

技
術
士
（
環
境
部
門
自
然
環
境
保
全
、
建
設

部
門
建
設
環
境
）。

愛
知
県
出
身
で
、
岐
阜
大
学
大
学
院
農
学
研

究
科
修
士
課
程
を
修
了
し
、

一
九
九
五
年
に

入
社
。

以
降
、
主
に
自
然
環
境
調
査
、
自
然
環
境
保

全
等
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
、
現
在
に
至

る
。
二

O
O
二
年
か
ら
現
在
ま
で
大
台
ヶ
原

自
然
再
生
事
業
に
関
連
す
る
調
査
や
そ
の
評

価
に
関
連
す
る
業
務
に
携
わ
る
。
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